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1 配線図

1 2 3 4

1 2 3 4

<ナビゲーション本体背面>

※純正ステアリングスイッチ装着車のみ接続します。

ステアリングリモートケーブル※

OK

OK

※必ず表の組み合わせ通りに接続してください。
アンテナコード 1 2 3 4
ナビ背面のアンテナ

端子位置
 1 2 3 4

電源コード

OK

ヒューズ
 （15A）

OKOK

OK

OK

OK

別売製品へ

使用しません

スピードセンサーコード

車両
コネクター

GPS用
アンテナコード

リモートコード

カメラコード

OK

OK

ステアリングリモコン端子

橙 橙イルミネーションコード イルミネーションコード

LIN接続端子
リモート入力コード
リモート出力コード

茶
茶

緑／白 緑／白スピードセンサーコード

CAN接続端子

カメラスイッチ接続端子

カメラダイレクト接続端子

GPS/テレビ用フィルムアンテナ
GPS/テレビ用アンテナコード 3

テレビ用フィルムアンテナ（A）
テレビ用アンテナコード 2

テレビ用フィルムアンテナ（B）
テレビ用アンテナコード1

テレビ用フィルムアンテナ（B）
テレビ用アンテナコード4

3

1

4

2

使用しません

黄 バッテリー電源コード

ACC電源コード 赤

車両側パーキング
ブレーキ信号線パーキングブレーキコード

リバースコード

パーキングブレーキ延長コード

リバース
延長コード

黄／青

橙／白

黄／青

橙／白OK OK

OK

OK

OK
OK

車両側リバース
信号線

別売製品の各電源へ

別売製品の
各電源へ

アンプリモートオンコード  青／白

OK OK

OK

車両
カメラ8P
コネクター

リバースコード橙／白

カメラ変換
ボックス

変換ケーブル
AVN接続ケーブル

OK

アースコード
車両の金属部分へ

ACC電源コード赤

黒

車両アンテナ

OK

OK

ステアリング
コラム下の
車両4Pコネクター

CAN接続ケーブル

緑/黒
３番（CAN High）

2番（CAN Low）緑

OK

OK

※配線色が異なる場合は同じ位置のCAN信号線
　にCAN接続ケーブルを接続してください。

2番：CAN Low
3番：CAN High

●4Pコネクター（白）※配線側からの視図

OK
外部ハンズフリー
マイク接続端子

音声操作用/
ハンズフリー電話用外部マイク

■基本接続図

12S21155J91-0

アルパイン
フローティングディスプレイモデル　取り付け・設定ガイド

ここでの説明は、接続方法と車種専用チューニングの説明に限らせていただきます。各製品の取り付
け・取扱いは各製品付属の説明書を合わせて参照してください。
取り付けの際は、製品付属の説明書に記載されている注意事項を必ずお読みのうえ、正しく取り付け
を行ってください。

KTX-XF11-NB-34-NR

■適合製品 ■適合車種

2023年2月現在のものです。2月以降の車両は変更されている場合があります。

（誤接続を防ぐために、接続するごとに  に  点をつけてください）

モ デ ル 備 考
XF11NX2S 取り付け可能

車 種 年 式 型 式
N-BOX/

N-BOX カスタム H29/9～現在 JF3･4

※配線の仕様は予告なく変更することがあります。



- 2 -

2 本体の取り付け

本体取付位置 ディスプレイユニット前後位置 ディスプレイユニット上下位置※

上段 後方（初期設定） -60mm

XF11NX2S付属カバーパネル

22.1mm

0mm

-60mm

スライダー（奥側：工場出荷時）

六角ボルト（黒）
（M5×8）（4本）

本体

カバーパネル
※製品付属の取扱説明書を
　参照して取り付けてください。

スペーサー

スポンジテープ

テープ

<側面図> 専用パネル
ナビゲー
ション側

端に合わ
せます。

下側の中央から
貼り付けます。

本体

さらねじ（M5×8）

サイドプレート
※サイドプレートはL・R共通です。 スペーサー

さらねじ（M5×8）

サイドプレート
※サイドプレートはL・R共通です。

■推奨取付位置
【N-BOX/N-BOX カスタム　H29/9～現在】

※ディスプレイユニットの上下位置調整はディスプレイユニットを本体に取り付けてから行ってください。

■ディスプレイユニットの前後位置

工場出荷時の状態からスライダーを変更する必
要はありません。

注意
スライダーにガタつきがある場合は、六角
ボルト（黒）（M5×8）（4本）に緩みが無いか
確認してください。

■本体の取り付け
1. スペーサーの図の位置にスポンジテープを貼り付けます。

2. サイドプレートとスペーサーを本体に取り付けます。

1. 本体の取り付け
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バインド小ねじ
（M4×6）（4ヵ所）

トラスタッピングねじ（φ4×15）
（4ヵ所）※仮固定します。

取付ブラケットC

純正の
オーディオパネル取付ブラケットA

取付ブラケットB

本体

本体

取付ブラケット

<使用する穴位置> <オーディオパネル背面>

取付ブラケット
パネルのゆがみを
修正します。

パネルのゆがみを
修正します。

バインドねじ
（M5×8）（2ヵ所）

バインドねじ
（M5×8）（2ヵ所）

※イラストは左側ですが、
　右側も同様です。

トラスタッピングねじ
（φ4×15）（4ヵ所）

3. 純正のオーディオパネルに取付ブラケットA、B、Cを取り
付けます。（トラスタッピングねじ（φ4×15）（4ヵ所）は仮
固定します。）

4. 本体を取付ブラケットに取り付けます。

5. パネルのゆがみを修正し、トラスタッピングねじを本
締めします。

＜補強金具の取り外し＞
オーディオパネル背面に補強金具がついている車両は下図を参照して
取り外してからカーナビゲーション本体を取り付けてください。
（純正ねじと補強金具は再使用しません）

オーディオパネル背面

純正ねじ 2ヵ所

補強金具
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電源コード

センタークラスターパネル

ねじ 5ヵ所 

電源コード

ボルト（M5×15）（2ヵ所）

ナビゲーション本体

6. インパネにセンタークラスターパネルを取り付けます。

注意
ケーブル類を挟み込まないようにしてく
ださい。

7. 接続図を参照して配線を接続します。

注意

「バックグラウンドサーチ」機能が正常
に働くように、ナビゲーションのアンテ
ナ端子は必ず下記の組み合わせ通りに接
続してください。
アンテナコード
（コード番号） 1 2 3 4
ナビ背面の

アンテナ端子位置 1 2 3 4

8. ナビゲーション本体をオーディオ取付スペースに取り
付けます。

注意
ケーブル類を挟み込まないようにしてく
ださい。

■車両部品の復元
1. 取り外した車両部品を元通りに復元します。

注意 ケーブル類を挟み込まないようにしてください。

2. 車両部品の復元
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六角ボルト(黒)(M5×8) 

ネジ（M4×7）

※工場出荷時設定は0mmです。

スライダーカバー

スライダーカバー

3. ディスプレイユニットの取り付け

XF11NX2S 付属の「ディスプレイユニット
専用取付説明書」を合わせて参照してください。

■ディスプレイユニットの取り付け
1. ディスプレイユニットを本体のスライダーに差し込み、
4本の六角ボルト（黒）（M5×8）で固定します。

注意

ディスプレイユニットと本体を六角ボ
ルトで固定していない状態でディスプ
レイの角度調整は行わないでください。
電源が入らなくなる場合があります。

2. ディスプレイユニット側面の4本のネジを外し、スライ
ドさせてディスプレイユニットの上下位置を調整しま
す。

Memo

ディスプレイユニットの上下位置につい
ては、【ディスプレイユニット上下位
置】を参照してください。

3. ディスプレイユニットの上下位置が決まったら、外し
た4本のネジでしっかり固定する。

4. スライダーをディスプレイユニット裏面に両側から取
り付けます。

スライダーカバー

スライダーカバーを外すときは、
ツメを押し込んでスライドさせて
ください。

ツメ

5. ディスプレイ背面のレールが隠れるように、ディスプ
レイシールを貼り付けます。

Memo

ディスプレイシールはレールが見えるの
が気になる場合のみカットして貼ってく
ださい。
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3 接続確認/システム設定

ディスプレイ検出プレート

目隠しカバー

ネジ（M3×4）

KTX-XF11-NB-34の取付説明書巻末を参照して設定を行ってください。

■動作確認
1. 電源が入ることを確認します。

注意
バッテリーのマイナス端子を接続する際にステアリング
が0時の位置に合っていることを必ずご確認ください。

2. 「3 接続確認/システム設定」を参照し、接続状況を確認します。

4. 車両部品の動作確認

6. ディスプレイ検出プレートを取り付ます。

Memo

ディスプレイ検出プレートを取り付けし
ないとディスプレイに電源が入りません。
必ず取り付けてください。

7. 目隠しカバーを2本のネジ（M3×4）で取り付けます。
8. ディスプレイの角度を見やすい位置に調整します。


